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（これは に書かれたもので、この文章で有志に呼びかけをしました。）

アメリカ合衆国が主体となり 2003 年 3月 20 日から、イギリス、オース
トラリアと、工兵部隊を派遣したポーランド等が加わる有志連合によっ
て、イラク武装解除問題の進展義務違反を理由とする『イラクの自由作
戦』の名の下に、イラクへ侵攻したことで始まった軍事介入である。

国民の権利や自由を守るために、国がやってはいけないこと（またはや
るきこと）について国民が定めた決まり「最高法規」です。国民のために、
国民べの権利・自由を国家権力から守るためにあるのです。政治家は国
民のために、これを守らなくてはいけません。

地中海東岸の歴史的シリア南部の地域的名称。西アジア・中東に位置す
る。諸宗教の聖地としてエルサレムを擁するパレスチナは宗教的に特別
な争奪の場となった。イスラエルによるガザ地区への侵攻、空爆は非常
に深刻な状態である。

日本の安全保障に関する情報のうち「特に秘匿することが必要であるも
の」を「特定秘密」として指定し、取扱者の適正評価の実施や漏洩した場
合の罰則などを定めた法律である。2013 年 10 月、第 2 次安倍内閣はこ
の法案を閣議決定し国会に提出。同年 12 月 6 日に成立、同年 12 月 13
日に公布、12月 10 日に施行。法施行 5年後の見直し規定を盛り込んだ。
SASPL（特定秘密保護法に反対する学生有志の会）が特定秘密保護法が
施行されたその日まで約 1年間の抗議行動を続けた。

ある国家が武力攻撃を受けた場合に直接に攻撃を受けていない第三国
が協力して共同で防衛を行う国際法上の権利である。その本質は、直接
に攻撃を受けている他国を援助し、これと共同で武力攻撃に対処すると
いうところにある。

日本をひっくり返して見てみよう。これは日本のフィルムメーカーから
の提案です。NOddINは組織名ではありません。NOddINは、今までと
違う視点を持って生きていきたいと思う心の集まりです。

絵本『戦争のつくりかた』の制作にもかかわった個人の友人・知人で構
成されている、独立した個人のゆるやかなネットワークです。

人種、宗教、性的指向、性別、思想、職業、障害などの要素に起因する憎悪
（ヘイト）を表す表現行為とされる。日本語では「憎悪表現」「憎悪宣伝」
「差別的表現」「差別表現」「差別言論」「差別煽動」「差別煽動表現」などと
訳される。

内閣の職権行使の内容に際して、その意思を決定するために開く国務大
臣の会議のことである。

有事（武力衝突や侵略を受けた場合など）に際し、軍隊（自衛隊）の行動を
規定する法制のこと。

　10 年前のイラク戦争は嘘にまみれた戦争でした。日本もそ
の嘘の戦争を肯定し、自衛隊がイラクに派遣されました。嘘が
分かった今も誰もその事を謝ってはいません。当時の小泉政
権は有事の際には自衛隊が攻撃出来る「有事法制」を通そうと
していました。

　ですが、それに歯止めをかけたのは「憲法」でした。

　つい最近、パレスチナの惨状を知り、激しく心を痛めたのは
僕だけではないと思います。
　SNS のおかげでウクライナの事もシリアの事も前よりずっ
と生々しく知ることになり、戦争はすぐそこにある危機だと
感じています。ヘイトスピーチや解決していない領土の問題
がニュースになる度に僕たちがある日突然戦争に巻き込まれ
てもおかしくないと思うようになりました。
　そして安倍政権は憲法を無視して「特定秘密保護法案」や
「集団的自衛権」の閣議決定をしてしまいました。僕の目には
戦争をする準備がどんどん整っていっているように見えるの
です。なんとかそれに多くの人たちが気がつく方法はないだ
ろうか。
　70 年前の先の戦争がそうだったように自分たちがおかれ
ている状況は自分たちでは分かりませんでした。

　今もそうです。

　戦争の階段をそろりそろりと登っている今、その自分たち
の姿を客観的に見る事は出来ないだろうか。
　それがこの「戦争のつくりかた」ではないか、と思いました。
もっと多くの人にこれを見て知って考えてほしい、そう純粋
に思いました。それにはムービーにすることが世界がこの本
を知るようになるのではないか。この本を作った「りぼん・ぷ
ろじぇくと」は約 20 人の市民の集まりです。

　「新・戦争のつくりかた」が出版される前のことですが、僕
はいてもたってもいられずに、この本を作った市民団体の人
に連絡をしました。丁度彼らも今のこの政治状況を見て今再
びこの本を再出版しようと準備をしていましたところだった
のです。そして僕たちがムービーを作る事を心良く許諾して
くれました。それがこのプロジェクトが始まった経緯です。

　そしてNOddIN のみんなやたくさんのアニメーターやモー
ショングラフィッカーやクリエイターに参加してもらって、
クリエイティブの力で「戦争」という巨大なものと戦うことを
心に決めたのです。

　自主的な行動ですのでお金の報酬はありません。

　小さな一歩かもしれませんし、何にもならないかもしれま
せん。まるでドン・キホーテのようかもしれませんが、共に挑
んでくれる仲間を集めています。

よろしくお願いいたします。


